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「新女性」の恋愛と結婚
―『運命』と『除夜』を手がかりとして―
金　　　多　希
はじめに
近代以前の韓国の女性たちは、男性に従順な女
性として育てられた。それゆえに韓国では長い間
「悪妻」や「悪女」は生まれる余地のない社会であっ
た。もちろん、少ながらず存在する「悪妻」や「悪女」
はいたが当時の女性たちが受けた教育は一人の人
間としての女性の個性や人格を尊重したり、感情
の解放を優先したりするようなものではなく、あ
くまでも男性側が作り上げたシステムを忠実に遂
行する人間になることを強いていた。
しかし、開国とともに西洋から自由・平等思想
が伝えられ、それまでの「男尊女卑」、「男女別有」、
「三従之道」といった言葉に代表される儒教思想
に基づく女性教育に疑問を抱く人々が現れはじめ
た。韓国の知識人たちは、儒教思想に縛られてい
る女性たちをその古い因習から救い出すために男
女平等に基づく新しい女性教育運動を展開したの
である。それをきっかけに、1870 年代頃から各
地には女子師範学校、官立女学校、ミッションス
クールなど女学校が設立され、女学生たちは欧米
の新しい知識を身につけ、中には男女平等や女性
の権利を主張する人々も登場するようになった。
しかし、ここで注目したいのは、新しい教育を
受けた第一世代である羅恵錫、金一葉のような女
性たちの出現とその活動が、それまで儒教的ヒエ
ラルキーの末端として悲惨な状態に置かれていた
韓国女性たちを儒教の呪縛から解放する契機とな
ると同時に、新たな問題をも浮き彫りにしたこと
である。その問題とは、近代的価値観を確立させ
た「新女性」たちが、女性の自立や権利などを主
張しても、女性の生きる場を家庭に留める伝統的
な価値観が依然として健在し、女性にはあくまで
も儒教的世界観が求められていたのことである。
それゆえ、自由恋愛や男女平等を主張する「新女
性」の意識と行動は常に社会と対立し、様々な葛
藤を生んだ。新聞や雑誌などのジャーナリズムは、
不倫や離婚、繰り返される同棲など、旧習にとら
われない生き方を実践する「新女性」を取り上げ、
彼女たちを社会のルールをはみ出した女性、すな
わち「悪女」として非難した。
そこで本稿では、韓国近代文学に描かれた「新
女性」を取り上げ、男女平等に基づく近代教育を
受け、女性の自立と地位向上を目指して活動した
女性たちが、なぜ社会のルールをはみ出して「悪
女」と批判されたのか、その過程を考察し、「新
女性」が求めてやまなかった恋愛と結婚の実態を
浮き彫りにしたい。
Ⅰ . 近代化と女性
1. 女性教育のはじまり
1884 年頃に伝来したキリスト教は、教育を中
心に宣教活動を行い、女性教育に積極的に関わっ
た。そして各宗派は競い合って学校を設立し、
1886 年には朝鮮最初の近代式女学校として知ら
れる梨花学堂が設立された 1。これを皮切りに貞
信女学堂（1895）、進明女学校（1906）など、次々
と女学校が建てられた。
しかし、女学校が設立されたものの、入学する
学生はほとんどいなかった。梨花学堂の場合、設
立後一年が立っても学生が一人もいなかったた
め、なかなか開校することができず、ようやく一
人の学生が入学してきたが、その人は一般女性では
なく、英語を学びたいという両班の妾であった 2 。
以後も学生の数はいっこうに増えなかった。なぜ
なら、当時の一般家庭では相変わらず儒教的教育
が行われ、あるいは無学が徳だという儒教思想の
影響が根強く残っていたために、娘を近代的な学
校に行かせようとしなかったからである。その結
果、当時の女学校に在学する学生のほとんどは孤
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児か、それとも妾の娘、妓生などであった。金
東仁の『金妍実伝』（『文章』1939 年 3 月）には、
その様子が次のように語られている。
進明学校は設立されてまもなく、平壌市民
の間に「妓生学校」と呼ばれた。（中略）
未だに昔の考えが残っていた平壌市民は自
分たちの娘を学校に行かせたがらなかった。 
さらに、10 才以上、15 才、あるいは 17、18
才のような年頃の娘を外に出すこと自体に抵
抗があった。とりわけ、年頃の我が娘を若い
男の先生の下で学ばせるということは家門を
汚すことと同じ事であった。なぜなら、彼
らは自分たちの娘に学問を教えるどころか、
誤ったことを教えるに違いないと非常に心配
し、進明学校の設立そのものを無視した。結
局、進明学校に入学してきたのは「内外」を
厳しく守る必要のない妓生の娘、あるいは妾
の娘であった。しかし、そのことが逆に一般
家庭の娘たちの入学を遠ざけ、挙句の果てに
は進明学校を妓生学校と呼ぶようになったの
である 3。（拙訳）
地方とはいえ、平壌は 1930 年代当時、ソウル
に次ぐ大都市であった。しかし、人々の認識、と
りわけ女子教育に関しては「内外法」に基づく儒
教的教育に深く浸かっていた。それゆえ、やっと
の思いで設立された女学校も「妓生学校」と呼ば
れるに至ったのである。しかし、人々の認識も徐々
に変化し、1920 年代になると、学校に通う女子
学生の数は少しずつ増えはじめた。1924 年には
当時の総人口数約 2,000 万名（うち女性人口の約
860 万名）のうち 41,868 名が女学校に通っていた。
しかし未だに小学生の場合は約 30 万名のうち女
子小学生は男子小学生の 7 分の 1 に過ぎず、小学
校に通えるようになった女性の数はまだ少なく、
普通学校から女学校へ進学する学生の数はなおさ
ら低かった。
【表 1】1925 年全国における女学生の数 4
学 校 名 所在地 女学生数（名）
1 女 子 高 普 校 京城 295
2 同 徳 女 学 校 同 127
3 梨 花 女 学 校 同 201
4 梨 花 学 堂 同 99
5 培 花 女 学 校 同 125
6 淑 明 女 学 校 同 329
7 進 明 女 学 校 同 178
8 貞 信 女 学 校 同 134
9 槿 花 女 学 校 同 23
10 泰 和 女 学 校 同 104
11 女 子 学 園 同 83
12 女子高等学院 同 29
13 信 明 女 学 校 大邱 78
14 好 壽 敦 女 校 開城 169
15 女 子 高 普 校 平壤 313
16 正 義 女 高 校 同 159
17 崇 義 女 高 校 同 134
18 懿 貞 女 学 校 海州 7
合　計 2,795 名
【表 1】が示しているように、普通学校以上の
場合は 1925 年当時、全国に 18 か所の学校があり、
それぞれの女学校に通う女学生の数は計 2,795 名
である。しかし、18 か所の女学校のほとんどは
京城（現ソウル）に所在し、地方には 6 か所しか
ない。これは、地方に住む女性たちには、近代的
教育の機会がほとんど与えられていなかったこと
を意味する。そうした状況の中でも、女学校を卒
業した後、日本やアメリカなどへ留学する女性た
ちも現われた。主として、日本に留学したが、当
時の日本留学生のうち女子留学生の数は【表 2】
のとおりである。
【表 2】1920-30 年日本留学生の数 5
年度 総学生数 男子学生数（％）
女子学生数
（％）
1910 420 386（91.9） 34（8.1）
1920 1230 1085（88.2） 145（11.8）
1926 3945 3711（94.1） 234（5.9）
1927 3861 3652（94.2） 209（5.8）
928 3753 3521（93.8） 232（6.2）
1929 4433 4181（94.3） 252（5.7）
1930 5285 5070（95.9） 215（4.1）
【表 2】からも分かるように、1910 年代から
1930 年代かけて日本に留学中の女子留学生の総
数は男子留学生に比べて 10％にも満たない。つ
まり、当時、日本に留学していた女子学生はエリー
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トの中のエリートであり、彼女たちも自分たちこ
そ選ばれたエリートにほかならないと自負し、留
学生に向けられた期待に添うべく勉学に励んだ。
とりわけ初期の女子留学生の多くは、勉学の傍ら、
危機に瀕した祖国に役立つ人材になることを強く
意識し、儒教思想の枠を自ら破って、男性と肩を
並び愛国救国運動などにも積極的に参加した。帰
国後の彼女たちは社会の各界各層に進出し、女性
たちをリードした。
2. 新女性の誕生とその活動
1910 年代頃からわずかながらも、韓国には新
しい価値観を持った女性たちが現われはじめた。
いわゆる「新女性 6」である。代表的な「新女性」
を挙げると、女性初アメリカ留学生兼女医である
朴エスター（1876-1910）、女性初西洋画家である
羅蕙錫（1896-1949）、女性解放を訴えた作家金明
淳（1896-1951）と金一葉（1896-1971）、女性初
新聞記者である李珏璟（1897- ？）、女性初女流
声楽家である尹心悳（1897-1926）、女性初博士で
ある金活蘭（1899-1970）、女性初飛行士である朴
敬元（1901-1933）などである。
これら「新女性」たちは、それまで男性領域と
見做されていた作家や医者、西洋画家、飛行士と
いった分野に果敢に挑戦し、世間の注目を集めた。
一方、彼女たちは封建的な家族制度を否定し、女
性の自立と地位向上を目指して女性解放運動を展
開した。
中でも金一葉は、日本に留学中に日本女性の意
識や思想、文学に大きな影響を受け、帰国後様々
な活動を行った 7。彼女は植民地という現実の中
で男女平等と女性解放を主張し、日常生活の中で
は自分らの主張を実現しようとしたと評価されて
いる 8 が、彼女の何よりの業績は韓国最初の女性
による女性月刊誌『新女子』（1920）を発刊した
ことである。彼女は雑誌の名を「新女子」と名付
けた理由を創刊号の中で次のように述べている。
時代の変遷とともに世界は日々狭まり、人
間交渉の範囲は日々広がり、男性はもちろん、
とりわけ韓国の婦女の確固たる目覚めと活発
な活動の場を求め、また一方では婦女の見聞
を広げたいという使命をもって本雑誌は発刊
された。そして、女性解放の意味をさらに徹
底的に追及し、その色彩をさらに濃厚にする
必要と義務を感じ、雑誌を新女子と名付けた
9。（拙訳）
金一葉は、時代の変化とともに女性の変化も必
然なことであるという考えの下で『新女子』を創
刊し、その中で封建的な社会の改造と女性の自覚
を強く訴えている。また、自ら新女子と名乗り、
女性の地位向上のために社会に立つという「新女
子宣言」を行い、当時の韓国社会に「新女性」論
争を引き起こした 10。
一方、近代韓国社会を揺るがした「新女性」と
言われる羅蕙錫は、日本の女子美術大学に留学し、
社会的に嘱望された西洋画家であった。帰国後、
彼女は韓国初西洋画の個人展覧会を開くなど、活
発な美術活動を行いながら、他の「新女性」と同
様に、女性の地位向上のための活動をも積極的に
行った。しかし、パリでの不倫が発覚し、離婚に
追い込まれると、彼女は「離婚告白書」（『三千里』
1934 年 9 月号）を雑誌に発表し、世間を震撼さ
せた。「離婚告白状」には、婚約までのいきさつ
をはじめ 11 年間の結婚生活、嫁・舅問題、不倫
相手との関係、離婚後の感想まで 11 が詳細に語
られている。その衝撃な離婚告白に世間、とりわ
け男性が受けた衝撃は計り知れないが、羅蕙錫は、
さらに離婚の発端になった不倫相手の崔麟（1878-
1958）に「貞操蹂躪罪」という名目で慰謝料請求
の訴訟を起こした 12。その行為は現代社会におい
てもなかなか容認されにくい、まさに破格な振る
舞いであった。当然ながら、彼女は社会から酷い
バッシングを受け、社会的な活動がほとんど出来
なくなってしまった。こうしたスキャンダルに見
舞われた彼女ではあったが、実は彼女は封建的な
儒教思想から女性を救い出し、女性の自立と自我
確立を訴える小説やエッセイを数多く執筆し、儒
教の教えに縛られていた当時の女性を励ました。
1918 年に発表された小説「瓊姫」（『女子界』第 2
号）には、男尊女卑に基づく儒教社会に生きる羅
蕙錫の女としての苦悩が如実に描かれている。
私も人間よ。そして女性よ。そうよ。女性
というよりまず人間なのよ。朝鮮の社会の女
「新女性」の恋愛と結婚
122
性というよりも、まず宇宙を知っている全人
類の女性よ。両親の娘というよりもまず神様
の娘よ。とにかく、言うまでもなく人間の姿
をしているわ。その姿は皮を借りて被ってい
るのではなく、内臓の構造も禽獣ではなくて、
確かな人間なんだわ！ 13
羅蕙錫は、この短い文章の中で、自分は女であ
るが前に一人の人間であると訴えている。この主
張が当時の韓国、とりわけ婦道を守り抜くことし
か知らなかった女性たちに与えた影響は計り知れ
ない。これまで見てきたように、1920 年代当時、
男女平等に基づく欧米の新しい教育を受けた女性
たちは旧い体制から抜け出して自由恋愛に基づく
新たな結婚制度を定立しようと、さまざまな活動
をはじめた。しかし、そうした彼女たちの活動は
男尊女卑に基づく儒教理念を頑なに守っている社
会の壁の前で悉く失敗した。中でも、「新女性」
たちを悩ませ、挫折させたのは、早婚制度など伝
統的な結婚制度と女学校を卒業しても仕事がない
という職業問題なのであった。
3. 新女性の抱える悩み―早婚と職業
1920 年代の当時の韓国では中・上流階級の家
庭では息子が 10 代半ばになると、年上の女性と
結婚させて早めに跡継ぎを作る習慣がいまだに根
強く残っていた。当然ながら、新しい教育を受け
た男性のほとんどは妻子をもつ既婚者であった。
それに対して、新しい女性はほとんど未婚であっ
たため、彼女たちは自分に見合う恋愛相手や結婚
相手を既婚者の中で選ぶしかなかった。その結
果、「新女性」の中には妾や後妻になったものが
多かった。これは、「新女性」にとって伝統的な
結婚制度の壁がいかに高かったことを物語ってい
るが、そうした問題をメディアも黙って見ていな
かった。
「虚説が産する早婚」（『東亜日報』1922
年 05 月 19 日 3 面）、「早婚と性的関係」（『東
亜日報』1922 年 12 月 24 日 5 面）、「早婚の
弊を先に無くそう」（『東亜日報』1923 年 01
月 03 日 5 面）、「早婚は尙今旺盛」（『東亜日報』
1923 年 03 月 20 日 7 面）、「早婚は女子に尤多」
（『東亜日報』1923 年 03 月 22 日 3 面）、「早
婚厳禁決議」（『東亜日報』1923 年 04 月 12
日 4 面）、「早婚の弊害と其責任者」（『東亜日
報』1920 年 06 月 22 日 4 面）、「早婚を打破
せよ」（『東亜日報』1924 年 11 月 27 日 4 面）、
「早婚の苦悶で自殺」（『東亜日報』1925 年 11
月 09 日 2 面）など。
これは、1920 年代前半に『東亜日報』に掲載
された早婚関連記事であるが、早婚が社会的な問
題に浮上してきたことを象徴する事件が起きた。
1926 年 8 月 5 日付『東亜日報』には「玄海灘
激浪中に青年男女の情死」という記事が掲載され
た。情死したのは音楽家尹心悳（1897-1926）と
劇作家金祐鎭（1897-1926）であった。新聞記事は、
二人が下関から釜山に向かう関釜連絡船德壽丸か
ら「互いに抱き合って」玄海灘に身を投げたと書
かれているが、実際は目撃者も遺書や遺体もなく、
荷物だけが残されていたと伝えている。
この事件は、韓国はもちろん日本でも大々的に
報道された。ジャーナリズムは、情死と断定し、
次々と推定の記事を掲載した 。それによると、
二人が出会ったのは、尹心悳が日本の東京音楽学
校に在学していた 1921 年の夏休みである。当時、
早稲田大学校英文科に通っていた金祐鎭は、実は、
故郷に妻と子がいる既婚の男性であったが、二人
はすぐに恋に落ちた。しかし、二人の恋は未婚女
性と既婚男性という社会的に決して許されない不
倫であった。それゆえ、二人は愛情と倫理の間で
苦しみ、結局玄海灘に身を投げることによって世
間を騒がした不倫の恋に終止符を打った。そして、
社会に与えた影響は計り知れないものとなった。
注目すべきは、世間はこの事件を「新女性」の
虚栄が生んだ事件であると厳しく非難したことあ
る 15。当時、教育が受けられる女性は非常に限ら
れていたために、このような「新女性」の行動は
注目の的となった。「新女性」は早婚の相手である
「旧女性」に対して自由連星を実践する奔放なイ
メージが強く、彼女たちが妻のいる男性と不倫に
走る環境を理解する社会的な雰囲気ではなかった。
「新女性」が抱えている悩みは結婚問題だけで
はなかった。前述のように、「新女性」はエリー
トの中のエリートであった。それゆえに彼女たち
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はその知識を活かして社会に役立つ仕事をするこ
とが期待された。「新女性」たちも経済的な独立
こそが男女平等と女性解放を成し遂げると認識し
ていた。そのためには、職業を持つことが何より
も重要であると確信していた。1926 年『新女性』
は、「婦人の職業問題」というタイトルの記事を
掲載し、職業に関する女性の認識を次のように促
している。
女性は何よりも職業婦人になるべきです。
しかし、中等教育を受けた女性を受け入れる
職場がないという現状は実に嘆かわしいこと
です。だからといって、これは我々の罪では
なく、社会の罪であり、社会の欠陥であると
嘆くのではなく、消極的ではあるが、女性の
ための職業紹介所と研究所を設置することが
有利なことだと考える 16。（拙訳）
この記事は、女性も職業を持つべきだと促すと
同時に、女性たちを受け入れてくれる基盤が整え
られていないことを嘆いているのである。
近代化とともに都市化・産業化が進められるこ
とによって以前に比べ様々な業種の職業が生まれ
るようになり、したがって、女性の社会進出も可
能になった。しかし、1923 年当時の韓国社会は、
卒業しても「行くところがありません」、「金のな
い境遇」、「一人で生活が出きるようになれば」、「嫁
に行けといわんばかりの親」と女学生の投稿から
も分かるように 17、「新女性」たちは学校を卒業
しても行き場がなくて自立ができないと嘆いてい
る。また、1926 年『新女性』には、
果たしてどのような職業を選べばよいので
しょうか。私たちは果たして新聞社の記者、
学校の教員、工場の職工、病院の看護婦、商人、
官史になることができるしょうか？ 18 （拙訳）
と、女性の職業として新聞記者・教師・女工・看
護婦・商売人・公務員との職業をあげている。し
かし、ここに取り上げられている職業に実際につ
く女性は限られていた。前節で述べたように、初
期の「新女性」たちの中には当時男性の領域と知
られた医者をはじめ学者、飛行士、学者などの仕
事について立派にその仕事を行っていた。しかし、
それはごく一部の女性に限るレアなケースであっ
て、女性がつく仕事は教師ぐらいのものしかな
かった。さらに、1928 年『別乾坤』には「女学
校に通ったことで結婚ができなくなった」という
論説が載せられている。卒業証書の前に泣いてい
る女学生の挿絵とともに、女学校を卒業したもの
の、職に就くことができず、それが原因で結婚す
る相手も見つからないと述べている 19。1924年『新
女性』の調査によると、京城にある進明女学校の
卒業生 485 名のうち、職に就いた卒業生は、学校
教員 47 名、外国留学 14 名、銀行会社事務 2 名に
過ぎず、その他の卒業生は家事手伝いであった 20。
「職業女性」、あるいは「職業婦人」という概
念は、1910 年代に「恋愛」の言葉と同様に日本
を経て導入された。医師・教師・タイピスト・電
話交換手・銀行・会社の事務員などのように、工
場で働く労働者でない職種に従事する女性を職
業女性・職業婦人と言っていたのである 21。そし
て前述の如く、「新女性」の出現に伴って、教師、
医者、記者の専門職から事務職、サ−ビス職など、
女性がつく様々な仕事が生まれた。しかし、その
数は限られるばかりでなく、賃金など職業環境も
非常に劣悪であったため、女性たちの経済的な独
立は容易ではなかった 22。1930 年代の朝鮮総督
府統計年譜によると、専門職に従事している女性
の数は以下のようである。
【表 3】 1930 年代専門職女性の人口 23
分類 職業女性の数（名）
教育界
学校長、教職員 1,059 
その他の教育従事者 759
医療界
医者 16
歯科医 9
看護婦 747
助産師 13
薬剤師 11
按摩師、鍼灸師 28
その他の医療 23
言論界 記者、著述家、文芸家 16
芸術界
俳優 143
音楽家、舞踊家 34
画家 1
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その他の
自由業
その他の芸術家、
遊芸家 66
その他の自由業 2,189
合　計 5,114 名
【表 3】で示されているように、ほとんどの女
性は教育界に従事している。しかも、その数は
「1925 年女性人口の約 860 万名、女学生 41,868 名」
に対しては、大変少ない数字である。1930 年代
は女性教育がもっとも活発に行われていた時代と
言われているが、教育を受けた女性たちが仕事に
つく数は微々たるものである。つまり、当時の「新
女性」たちは、職に就くことさえ容易ではなく、
したがって経済的な自立はほとんどできなかった
と言わざるを得ない。
このような新女性たちを文壇は放っておかな
かった。1920 代に入ると、恋愛や結婚、仕事に
悩む「新女性」が登場する作品が多く描かれるよ
うになったのである。田榮澤の『運命』（1920）、
廉 想 渉 の『 除 夜 』（1922）、 李 光 洙 の『 再 生 』
（1924-1925）、金東仁の『金妍実伝』（1939）など
である。しかし、ここで注目したいのは、いずれ
の作品も男性の視点から書かれているばかりでな
く、その女性たちはいずれも虚栄と贅沢、そして
性的に奔放な女性として描かれていることであ
る。これは、当時の社会、主として男性知識人が
求めていた理想的な女性像とはかけ離れていた女
性像である。男性知識人が「新女性」に求めてい
た女性像とは、対等なパートナーとして理想的な
家庭を築き、子供の教育に努める、いわゆる「良
妻賢母」であった。しかし、当時の「新女性」は、
女性の権利と地位向上を主張し、自由恋愛と自由
結婚を実践しようとする女性解放論者であった。
つまり、男性の求めている「良妻賢母」とは相反
するものであった。それゆえ、「新女性」は社会
から否定的な存在として見られたり、新聞や雑誌
などジャーナリズムでは風刺の対象となった。
Ⅱ . 恋愛と結婚の間で
　　―田榮澤『運命』（1919）
1. 結婚にこだわる女子留学生
田榮澤の『運命』（『創造』1919 年 12 月第 3 号）
は、日本に留学中の女子留学生に裏切られた男性
を扱った作品である。主人公の呉東俊は、ある事
件に連座し牢獄に 4 カ月間収監されたことがあ
る。その間、彼はひたすら恋人のＨを思いながら、
厳しい収監生活に耐えていた。ところが、彼女は
呉東俊を裏切って他の男性と同棲し、しかもその
男の子を妊娠したのである。彼女の裏切りに衝撃
を受けた彼は、その行為を許すことができず、以
後女性を嫌悪するようになる。つまり、この作品
は彼女の裏切りによって女性不信に陥った男性の
物語であるが、注目すべきは、1920 年代に入ると、
このような作品が多く書かれるようになったこと
だ。『運命』はその最初の作品である。分析に先立っ
て、まず『運命』のあらすじを紹介する。
○○事件で京城（現ソウル）監獄に収監中の呉
東俊は不潔で抑圧的な監獄生活の中で唯一の楽し
みは東京に残してきた恋人を思うことであった。
呉東俊は日本のＭ大学法学部を卒業したエリート
である。しかし、社会には彼のような人を受け入
れてくれる職場もないばかりか、彼には父母らし
い存在もいない。幼くして結婚した早婚の妻がい
るが、妻というより、奴隷にすぎない存在である。
そんな家を飛び出して東京で暮らしていた呉東俊
は、自分を救う者は自分しかいないという「極端
な個人主義者」となっていた。そんなある日、英
語の個人指導で知り合ったＨと愛し合う関係に
なったが、Ｈは結婚を強く望んでいた。しかし、
愛は神聖なものだが、結婚は自由を拘束する「人
工的」かつ「虚偽的」なものであると考えていた
呉東俊はＨとの結婚に反対し、代わりにＨに避妊
の方法を勧める。そんな矢先にある事件に連座し
て京城の監獄に収監されたのである。収監中、毎
日Ｈのことを思っていた呉東俊は、はじめてＨに
愛されていることに気づき、東京に戻ったら彼女
に告白しようと思っていた。しかし、Ｈからは葉
書一枚来ないのであった。不安になった東俊は、
100 日ぶりに出所して東京に行ってＨのことを調
べると、何とＨは他の男性と同棲しているだけで
はなく、妊娠までしているのであった。大きな衝
撃を受けた東俊は、友人のＣに送った手紙の中で
女とは生殖の道具以外にまったく役に立たない存
在であると幻滅の気持ちを露わにした。一方、Ｈ
は東俊に手紙を送って、自分が東俊を捨てて違う
男性のところに行ったのは、欲望を抑えられず苦
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悩していた時、親身に話し相手になってくれた同
じ音大に在学中のＡと親しくなり、気になった彼
を看護しているうちに「女の本能、いや、人間の
本能が発動した」からだと告白するのであった
24。
以上のあらすじからも分かるように、『運命』
は収監中の男性を待たずに他の男性に走った女性
が、その罪を手紙で告白する作品である。早婚の
経験から悲観的な結婚観を持っていた呉東俊は、
生まれて初めて女性を愛し、そして初めて愛され
ていると信じていたその女性に裏切られる。Ｈを
許すことが出来ない呉東俊は、以後、女性を軽蔑
するようになるが、注目すべきは、作者が、Ｈが
呉東俊を愛しているにもかかわらず、他の男に
走ってしまったその理由を、Ｈが欲望を抑えられ
なかったからであると告白させていることだ。果
たしてＨは欲望に目がくらんで呉東俊を裏切った
のであろうか。本章では、一人の女子留学生のＨ
が呉東俊という男を愛しながらも、彼を裏切って
他の男に走ったその理由を明らかにすることに
よって、Ｈの裏切りの背後に隠された「新女性」
の苦悩を浮き彫りにする。
東京に留学中のＨが呉東俊に初めて会ったの
は、英会話の個人レッスンの場であった。呉は先
生として、Ｈは生徒として、二人は出会ったので
ある。何よりも驚くのはＨの態度である。Ｈは呉
に出会ってから 3 日目にはすでに結婚を意識し、
呉への自分の気持ちを伝えようと、次のような行
動に出るなど、非常に積極的な女性なのであった。
東俊は一生懸命に英語の内容について説明
しているが、Ｈはその説明よりも、東俊の顔
を見つめながら、
「先生！私は一生、先生に仕えます。」
と言った。東俊は目を丸めて、
「なぜですか？」
Ｈは頬が真っ赤になった。彼女の目は哀願
の色を帯び始めた。そして、どう答えればい
いのか分からなくて困った様子であった。
「英語がとても難しいのです！」。しばら
く経ってからやっと出てきた言葉である。そ
して、彼女は頭を下げてテキストに集中した。
東俊は説明を止めて、Ｈの髪と片方の頬、片
方の手を代わる代わる無意識に見ていた。
Ｈの髪は真ん中に分けて後頭部に簪をさし
たような髪型で、額から落ちる一、二本の髪
の毛が目を隠しているが、それをＨは癖のよ
うに上げていた。すこしばかりのそばかすが
ある顔であったが、頬の辺りがほんのり赤い
のがとても綺麗だった。長くて細い指は透き
通るように見えて中指を動かしていた 25。（拙
訳）
Ｈは会って間もない呉に積極的にアタックし、
そんなＨに呉も魅かれていく。呉が自分に気があ
るのを察したＨはさらなる行動に出る。Ｈは個人
レッスンが終わって帰ろうとする東俊を引き留
め、以下のような手紙を渡すのであった。
―先生は気づいていないかも知れません
が、私はすでにその時から先生を愛していま
した。許して下さい。―このような内容が
その手紙に書かれていた。
それがきっかけで東俊はＨという恋人が出
来た。Ｈは東俊のものとなり、東俊はＨのも
のとなった。
翌年の夏、大久保に借りた部屋で一か月間
同棲をすることも考えた。（中略）
Ｈは呉を追いかけてきた。二人は暗い森の
中で会った。二人の影が近づき、しばらくし
て一つになった。Ｈと東俊の心臓が激しく鼓
動した 26。（拙訳）
このように、Ｈの積極的な行動もあって、二人
はすぐに恋愛関係に陥った。そして、二人は同棲
も考えるほどの間柄になり、ついに体を許す関係
となったが、これは呉よりも、Ｈが積極的に迫っ
たからだ。Ｈは東俊と付き合い始めてからこの日
が来るのをまるで待っていたかのように、抵抗
する気配もなく、呉を受け入れた。当然ながら、
迫ってくる女性を呉東俊は拒否しなかった。いく
ら親元を離れて外国で独り暮らしをしている身分
とは言え、Ｈの行動は大胆すぎるが、実は、1920
年代当時、Ｈのような留学生は珍しくなく、1920
年代に入ると、行き過ぎた自由恋愛が社会的に問
題になりはじめた。『東亜日報』は 1924 年 3 月
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24 日付の新聞に「男女学生の風紀問題」という
記事を掲載し、女性の間に貞操観念が薄らいでい
く現象を次のように危惧している。
女性は世間への経験と人格が足りなくて、
しばしば男性に誘惑されたりするが、それも
さることながら、男女平等論や自由恋愛論な
どの思想、旧道徳の権威が失墜した今日に女
性たちの貞操観念が希薄なことは確かな事実
である。（中略）
旧道徳の権威の失墜と自由恋愛の流行は婚
姻外の男女関係を弁論しているが、男女学生
の品格を守って健全な知識と思想の環境の中
で健全な成長を望む 27。（拙訳）
『東亜日報』によれば、女性はそもそも社会的
な経験が未熟な存在である。それが近年、盛んに
叫ばれるようになった男女平等と自由恋愛の影響
を受けた女性の間に貞操を軽く思う人が増えてい
ると指摘し、女性の間で貞操観念が薄らぐ現象を
危惧している。この新聞の指摘のように、Ｈは男
女平等や自由恋愛の思想に心酔し、それを実践す
る典型的な女性と考えられるが、果たしてそうで
あろうか。
東俊と肉体関係を結んだ以降、Ｈは彼との結婚
を本格的に考え始めた。しかし、呉東俊は違って
いた。彼は結婚ということについて次のように
思っている人であった。
東俊は、付き合って間もない頃からＨに話
したことがあった。それは人が結婚をし、家
を設け、家具を買い、食器を買ってご飯を
作って食べたり、子どもを産んで暮らしたり
するというその結婚生活を、自分は絶対でき
ないと言った。東俊は家庭というものを一番
嫌った。自由に動き回ることも、思う存分遊
ぶこともできないことが彼には何よりも苦痛
であった。だから、彼は結婚するのを嫌がっ
た。結婚せず、ただ愛してほしかった。「愛」
は神聖なものである。しかし、「結婚」は人
工的であり、虚威的であると、彼はいつも話
していた 28。（拙訳）
このような東俊に不安を覚えていたＨは、彼の
気を引くために積極的な態度を示し、ついに彼と
肉体関係を結ぶまでに至った。安心したＨは、東
俊に結婚を迫るが、そもそも結婚など眼中にもな
い東俊は様々な理由をあげて結婚の無意味さを次
のように説明しているのであった。
昨年の夏、一緒に東京を発ちながらＨが結
婚しましょう。と言った時、東俊は笑いなが
ら「結婚をしてどうするんです。結婚は必ず
するものですか？太古の時代には結婚という
ものがうまくいきましたよ。」
「それでは結婚はしないでいつまで立って
もこのままに付き合うってことですか？それ
ができれば、私もいいです。」
Ｈは偉そうにそう言った。しかし、その言
葉は東俊を疑いながら言ったのである。
「それならどうするんですか！」
「何をどうするんです。続けて話してくだ
さい。ベビーができたらということでしょ
う？乳母に任せるとかどのように育つとかの
ことが心配ですか？」
「い―いえ。」
「い―いえってなんだ、良い考えがありま
す。避妊法をよく研究しましょう。」
「なぜ避妊法を研究しますか？」
「知ってますか？どこかで聞きましたか？
避妊法という言葉を？」
「それが分からないですか？」
「経験があるようですね。確かに。」
「分からないよ、分からない。」
「分からないのではなくて。それが問題な
んだ。」 29（拙訳）
Ｈを愛しているにもかかわらず、呉東俊が彼女
との結婚に踏みこめないのは、留学前にすでに結
婚していたからである。つまり、早婚していたの
である。前で述べたように、当時、男子留学生の
ほとんどは早婚し、本国に妻子を残してきた。無
論、Ｈも呉東俊が早婚していることは知っていた。
つまり、Ｈは東俊と結婚できないことはよく知っ
ていた。にもかかわらず、Ｈが呉に結婚を迫るの
は、実は、彼女には選択の余地がないからだ。前
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述の如く、新しい教育を受けた新女性たちは本来
であるならば、結婚に際しても、就職に際しても
社会をリードすべき存在である。が、現実は教育
をうけていることが社会的に不利に働いた。とり
わけ、結婚に関しては学歴が高ければ高いほど、
それに見合う相手を見つけるのは難しく、結局、
教育を受けた女性の多くは金持ちや知識人の後妻
や妾になるか、それとも独身を貫くかの二者択一
の選択したかなかったのは前述のとおりである。
Ｈは、留学先日本ではじめて理想にかなう相手
に巡り合い、愛した。そして、彼の気を引くため
に次々と大胆な行動を繰り返し、遂に彼と肉体関
係を結んだ。これを契機に彼女は彼との結婚を強
く意識するようになった。しかし、彼女が結婚を
意識すればするほど、東俊は、結婚は個人の自由
を拘束する人工的かつ虚威的なものに過ぎないと
結婚話には応じないのであった。そうした東俊に
不安を抱きながらも、Ｈは東俊を愛し、彼との結
婚を夢見た。そんなＨを東俊も嫌いではなかった。
結婚に関しては否定的であったが、Ｈを大切に思
う気持ちは変わりなく、むしろ、出所後、収監さ
れる前日に届けられた彼女の手紙を読んで感動を
受けるのであった。
いくら勉強で多忙な日々を送っているとは
いえ、葉書一枚送る時間もないのでしょうか。
どういうことなのですか。もう私は捨てら
れたのですか。私は先生の配偶者になる資格
のないものだから私を捨てたのでしょうか。
私はもう 1 週間も眠れませんでした。（中略）
私を死なせたくないなら早く手紙を送って
ください。私を殺したいのであればそれで結
構です。（中略）
もし明日にも連絡がなければ、病にかかっ
ているこの体を引きずってでもあなたを訪ね
ます。私は死んでもあなたの傍で死にます 30。
（拙訳）
しかし、そんな東俊の気持ちはＨにまったく伝
わらず、Ｈは京城に行った彼から連絡がないのを
心配し、もしかすると自分は捨てられたのかも知
れないと思うのであった。そして、Ｈは自分など
東俊の配偶者になる資格がないと自らを責め、死
をもって彼に迫ろうとした。この手紙を最後にＨ
からの便りは途絶えた。
2. 結婚に踏みこめない男性たち
心配になった東俊は、Ｈを探しに東京に行った。
しかし、必死になって探した甲斐もなく、その結
果はあまりにも無残なものであった。
Ｋと一緒あちこち探し回りました。でも探
せませんでした。私は堪えられなくて、つい
に警察署にまで行って調べました。
そうするうちに 3 日ぶりにＨの行方が分か
りました。
これは事実です。Ｈはすぐに別の男性、慶
尚道の某氏と同棲していました。
それだけでなく、妊娠 4 ヶ月であることも
分かりました。分からないのは世の中のこと
で、信じられないのは人の心でした 31。（拙訳）
Ｈはすでに別の男性と同棲していた。しかも妊
娠 4 ヶ月という事実であった。東俊の衝撃は大き
く、Ｈの裏切りを確認した東俊はすぐに京城に
戻った。1 ヶ月後、彼のところにＨからの長文の
手紙が届けられた。その手紙は、東俊に会えない
日々を苦しむあまりに病気になったＨが、Ａとい
う男性の愛の力で立ち直ることができたという内
容であった。Ｈは、こんな始末になったのはすべ
て自分に責任があると、以下のように謝るので
あった。
先生、私を思う存分呪って下さい。この女
は最後まで呪われるべきものです。それが正
しいのです。呪って下さい。呪われて当然の
者です。
先生の苦しみはよくご存じますが、もう私
をこの世の人と思わないで、ぜひ私の話を聞
いて下さい。（中略）
恥ずかしながらも、その時、私は性の欲望
を抑えられず苦しんでいました。独りでは到
底我慢することのできない寂しさと苦しみを
深々と感じ始めました。
毎晩、泣きました。あなたが以前、結婚す
る気がないと言ったことを恨み、疑いました。
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早婚でも両親のせいでもなく、あなたの私へ
の愛を疑いました 32。（拙訳）
Ｈは、自分の失態の理由を、「性の欲望を抑え
られ」なかったことにあると告白し、自分のよう
な女は呪われて当然だと言うのであった。つまり、
Ｈが他の男性の元に走ったのは東俊の不在が起こ
した寂しさに堪えられなかったことだが、問題は
東俊の不在がわずか 4 ヶ月という短い期間である
ことだ。その間を我慢できず、他の男性の子を妊
娠したＨは非難されて当然のまさしく娼婦にほか
ならない。彼女自身もそうした自分の心の変化に
戸惑い、
最初は、私もとても恥ずかしく思い、悩み
ました。それで泣きながら神様に願いました。
以前の私に戻してと、しかし、神様ももう私
のような女は手放したようです。私はついに
二つの心を持つようになりました。あなたの
知っている私とは違う別人になりました。（中
略）
とにかく私はますます神経質に、悲観的に
なり、開き直って社会の道徳と法律に従う世
の中の慣習のようなものは、きっぱりと捨て
てしまうことにしました。そして一片で堪え
ることのできない孤独と悲哀、苦痛を悟りま
した。
したがって、私はどうやって時間を過ごそ
うか、どうやって一日を過ごそうか！それよ
りもどうやって一夜を過ごそうかと思うこと
が最大の苦痛でありながら難しい問題でし
た。
それで、私は「時間」というものが最も恐
ろしかったのです 33。（拙訳）
と、自分を責め、もがき苦しんだ。そんな矢先、
同じ音大に在学中のＡと食事や散歩に出かけた
り、あるいは病気の看護をしているうちに次第に
彼への思いが以下のようにエスカレートしていっ
た。
彼が私の体にはじめて触れたのは、高熱で
苦しんでいる私の手を握って脈拍を図ってく
れた時からです。そして額も触ってくれまし
た。（中略）
私はすでにあなたに体を許した女で、あな
たと婚約したとしても彼の看護を断ることは
できませんでした。
まずは、私はとても苦しくて、次はとても
有難くて。
実は断る気もありませんでした。
四日ぶりに私は回復しました。それはＡの
おかけで、Ａの愛情で。ところで四日目にな
る日でした。彼が午後に訪ねてきて二人で話
をしていたら、彼が頭痛で頭が痛いと言った
ので、私は彼に布団に入って休むように言い
ました。夕方には微熱で何も食べることがで
きませんでした。私は、彼に恩返しのつもり
で彼の世話をしました。（中略）
その日の夜は仕方なく自然と同じ部屋で寝
ることになりました。私は彼が痛むのを可哀
想に思い、彼の胸に体を寄せました。女性の
本能、いいえ、人間の本能が働きました。
そうするうちに愛が芽生え、それによって
世の中に向かうことのできない私になりまし
た。どうしましょう 34。（拙訳）
結局、Ｈは東俊を裏切ってＡという男性の元に
走ったが、その理由をＨは、「女性の本能、いい
え、人間の本能が発動した」からだと言うのであ
る。そして、彼女は自分のような女は呪われて仕
方のないふしだらな女だと、東俊に許しを求めて
いるのであるが、果たしてＨはふしだらな女なの
であろうか。
Ｈが東俊という恋人がいるにもかかわらず、他
の男と付き合い、その人の児を妊娠したのにはこ
れまで見てきたように、東俊にも少なからずその
責任がある。東俊は、結婚したいというＨに対し
て「避妊法」を勧めるなど、全く応じないだけで
はなく、東京を離れても一切連絡をしない男であ
る。そんな東俊に不安を覚えたＨが、彼の元から
離れて行ったのは当然の事である。前述の引用か
らも分かるように、Ｈは京城に行って何の連絡も
よこさない東俊に対して、「もう私は捨てられた
のですか。私は先生の配偶者になる資格のないも
のだから私を捨てたのでしょうか。私はもう一週
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間も眠れませんでした」という内容の手紙を送っ
て、彼の愛を確認しようとした。しかし、そうし
たＨの苦しみを東俊は一切顧みず、結婚はできな
いが、ただ自分と一緒にいてほしいと言うのみで
ある。つまり、体だけの関係を求め、それ以上の
関係、すなわち結婚は無視するのであった。これ
はまさしく男尊女卑に基づく男女関係、つまり、
東俊にとってＨは妾の他に何物でもない存在なの
であった。
しかし、Ｈは東俊との間に対等な恋愛関係を夢
見て、それを実践しようとした。だからこそ初め
て会った時から自分の意思をはっきりと伝え、性
的な関係においても積極的な行動に出るなど、従
来の男女関係から抜け出して新しい関係を築こう
とした。そんなＨを、東俊が負担に思い始めたの
は当然のことであるが、実は 1920 年代に入ると、
東俊のような男性は決して珍しくないのである。
『運命』をはじめ 1920 年代に描かれた作品の
多くは、恋愛において自由な思想を持った女性が、
男性との関係に結婚の見込みがないことを悟っ
て、彼の留守の間に他の男性と恋愛関係を結ぶと、
それをすぐに「欲望」と結びつけて批判し、自由
恋愛を実践する女性を生殖の道具のほかに役に立
たない存在であると軽蔑した。その結果、韓国の
近代文学には多くの「悪女」が誕生したが、『運命』
のＨはその最初の「悪女」なのであった。
Ⅲ . 自由恋愛の果てに
　　―廉想渉『除夜』（1922）
1. 因習の壁に立ち向かう
廉想渉の『除夜』（『開闢』1922 年 2 月− 6 月）
は、前章の『運命』と同じく東京に留学した「新
女性」の自由奔放な恋愛とその末路を描いた作品
である。手紙を借りて自分の過ちを告白するとい
う点において『運命』と似ているが、『除夜』は
主人公の現実との葛藤が比較的明瞭に提示されて
いるという点において田榮澤の『運命』とは異な
る。そこでまず『除夜』のあらすじから見て行く
ことにする。
崔貞仁が女学校を卒業したのは 18 歳であった。
その後、彼女は 6 年間に渡って東京に留学し、今
年 3 月に帰国したばかりである。帰国後、彼女は
母校で教鞭をとったが、結婚問題にぶつかった。
女子講演会があった日、彼女は東京で付き合って
いたＰからＥという男性を紹介された。貞仁はＥ
に一目ぼれした。彼女はＰが東京に戻るや否や、
すぐＥを誘惑し、まもなくＥと関係を結んだ。し
かし、貞仁はそれに満足せず、Ｅを離婚させた後、
自分と結婚してドイツ留学に同伴することを計画
した。一方、後妻ではあったが、堅実な東京高等
商業学校出身のＡと結婚話が父を中心に進められ
ていた。貞仁は教師を辞め、結婚を延期してほし
いと両親に頼んだが、父親の猛反対に会い、家出
をしてしまう。慌てて釜山に逃げてきた彼女はす
ぐＥに電報を打ちＥも釜山に降りてきた。しかし、
Ｅはドイツ留学に貞仁を同伴する気持ちはもはや
薄れていた。それで家に戻ってきた貞仁は妹に頼
んでＥに手紙を出すのだが、Ｅはすでに心代わり
をしたので冷たい返事しか帰って来なかった。ま
もなく、妊娠に気づいた貞仁はＥに妾でもいいか
らドイツ留学に同伴させてくれるようにと手紙を
出すが、Ｅの態度は冷談であった。結局、Ｅに捨
てられた貞仁は、父親の勧めた銀行の支店長Ａの
後妻なる事を受け入れた。しかし、結婚式が近づ
くと同時にもはや妊娠の事実も隠せなくなってき
た。それでもＡと式を挙げた貞仁は東京での三週
間の新婚旅行を終えてから大邱で新婚生活をス
タートさせた。新婚旅行の途中夫が見せる愛情に
心を打たれ、貞仁は生まれて初めて後悔を経験し
た。だが、結婚 75 日で妊娠したことが発覚され、
実家に追い出されてしまった。ソウルに戻った貞
仁は、親を説得して独り暮らしを始める。Ａが再
婚するという噂は彼女を絶望させた。その 4 ヶ月
近く貞仁は苦しい時間を過ごした。しかし、1921
年 12 月 24 日突然Ａから手紙を届いた。それは貞
仁を許す新しい生命も受け入れるという内容で
あった。貞仁は泣いた。夫の許しを得た彼女は自
分の生を振りかえ、新しく生まれ変わったような
気さえした。そして、除夜に自殺した 35。
以上のあらすじからも分かるように、この小説
は東京に留学した女性が派手な男性遍歴を重なっ
た末に自殺を図るという悲劇な内容を扱った作品
であるが、いったいなぜ彼女は周囲の期待に添え
ることなく男性遍歴を繰り返したあげくに 25 歳
という若い生を閉じなければならなかったのであ
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ろうか。本章では周囲の期待に添えることなく自
殺に至ったその原因を明らかにすることによって
「新女性」が抱えている問題点を浮き彫りにした
い。
『除夜』の主人公の貞仁は日本に留学した当時
としては数少ないエリート女性として、帰国した
後も、女性界の先頭に立って講演会を行ったり、
教師として働いたりするいわゆる「新女性」で
あった。しかし、そのような活動はわずか数ヶ月
で終わり、彼女は東京で付き合っていたＰとその
彼に紹介されたＥと密会を重ねるなど、無分別な
男性遍歴を始めるのであった。一方、彼女は父親
によって結婚話が進められていた。つまり、彼女
は何人もの男性と恋愛に明け暮れた挙句、「Ｐの
血なのか」「Ｅの血なのか」分からない子を妊娠
したままＣと結婚し、新婚旅行先では夫の目を隠
れて大胆にもＰと逢い引きを重ねた。そうした自
由奔放な生き方を歩むようになった自身の放蕩ぶ
りを、貞仁は崔家の血の汚さから由来したもので
あると、手紙の中で次のように語っているのであ
る。
疑いのない事実です。口にするだけでも恥
ずかしいですが、私の祖父は言うまでもなく、
父親の絶倫な精力は祖父の子供であることを
もっとも正確に証明します。60 歳近い今で
も、妾が二人もいます。その中では自分の孫
と言っても可笑しくない幼い女学生あがりま
でいるそうです。しかし私の母も決して貞淑
な婦人ではなかったのです（中略）ともかく、
私が彼らの娘である事実を忘れてはなりませ
ん。（中略）嗚呼―私は私生児です。（中略）
私は姦夫姦婦が作った醜い肉の魂です。（中
略）小さい時から見慣れた濃厚な色彩は私の
感情を体質以上に早熟させました。もう一度
言うと、家庭の空気がまさしく私の雰囲気で
あったことを看過してはなりません 36。（拙
訳）
確かに貞仁の性的に放縦な生活は遺伝と環境に
よって生まれながら持ち合わせたものである。し
かし、ここで留意しなければならないのは、貞仁
は不貞な血を引く崔家から抜け出すために女学校
から日本留学へと、エリートコースを歩んだこと
だ。その結果、彼女は女性の置かれた悲惨な現状
を認識し、とりわけ女性を縛り付けている男性本
位の道徳や社会の因習に対して辛辣な批判を展開
した。その一端を見てみると、貞仁は女性にのみ
強要される封建的道徳観の不平等さについて、
いわゆる道徳という桎梏は、一人の男性にのみ
一生涯奴隷のように奉仕しなければならないとい
う条文を、貞操の美とか貞操の崇高さとか言った
美しい衣で隠して、繊弱な女性に君臨する。しか
も、女性にのみ跛行的に厳酷だ。しかし、たとえ
男性に同一に要求するとしてもそれは愚直だが実
は虚偽にだけ満足する盲従の道に通用するだろう
37。（拙訳）
と批判し、女性の貞操が「男性が女性に生活保障
を条件に強要する所有欲の満足」の対象になって
いることを指摘している。そして貞操は、
しかし貞操というのは何なのか ? 男性が女
性に生活保障を条件に強要する所有欲の満足
なのか。そうでなければ、いわゆる教養のあ
る者の高尚な趣味を満足させる欲求なのか ?
（中略）
だとしたら、自分が貞淑な守節家という賛
辞とプライドを自ら享楽しようとするやはり
一種の奇妙な趣味なのか。それはあまりにも
人間性を虐待する無知な行為だ 38。（拙訳）
と、「人間性を虐待する無知な行為」であると批
判するのであった。しかも彼女は、そうした指摘
とともに、女性にのみ強要される不平等な現実に
反旗を翻し、そのような現実を打破すべく、自ら
も自由恋愛を実践していた。
しかし、あらすじからも分かるように、貞仁は
自由恋愛の実践の果てに敗れて誰の子なのか分か
らない子供を妊娠したまま 25 歳という若い生を
自ら閉じねばならなかった。つまり、彼女は長年
に渡って韓国社会に君臨していた貞操をはじめと
する慣習との対決に敗れてしまったのである。そ
の敗北の原因を追及すると、貞仁など当時の「新
女性」の抱えている問題点が浮かび上がってくる。
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そこで次節では、現実との戦いに敗れた貞仁の敗
北の原因について見て行くことにする。
2. 自由恋愛の歪曲
貞仁が現実の戦いに敗北した理由の一つとし
て、自由恋愛に対する誤った認識を指摘すること
ができる。前章の『運命』の主人公のＨをはじめ
近代教育を受けた女性たちは自由恋愛の実践こそ
男女平等を実践する近道にほかならないと認識し
ていた。それゆえに新女性たちはいずれも自由恋
愛を主張し、実際にその実践に励んだが、貞仁も
その一人であった。次の文には自由恋愛に関する
貞仁の考え方が描かれている。
私たちは生活する。故に生活を熱愛する。
熱愛する義務がある。また、生活の愛を満足
させるためならあらゆるの手段をも使うこと
を厭わない 39。（拙訳）
これは、自己の生活を満足させるためなら、ど
んな手段も許されると言うことだ。いわゆる恋愛
至上主義的な発言である。しかし、この言説には
いかに男女交際が正常でなくても愛という名の前
では許されるという論理が含まれている。主人公
の貞仁の派手な男性遍歴は、彼女自身が指輪に例
えているように、「数えたければ何でも数えるこ
とが出来るし、数えたくなければ、一つも数えな
いことも可能だ 40」というような無分別なもので
あった。また、「つまらない男でも競争者さえい
れば、断然戦って 41」、その相手を奪い取る、つ
まり恋愛を競争心でする病的な面があった。
このような誤った恋愛観を持っていた彼女が自
由恋愛の方向性を見失ったのは当然のことである
が、彼女が派手な男性遍歴を繰り返した理由とし
て、性的な快楽に陥ったことが指摘できる。
貞仁は当初、封建的な因習に縛られた女性の現
実を発見し、その因習から女性を解放するために
は自由恋愛の実践しかないと叫び、自らも積極的
に自由恋愛を謳歌した。しかし、実際には己の「獣
欲を満足させることにのみ汲々とした 42」と次の
ように告白している。
性の甘い露に一度口づけした若き血の躍動
と饑渇は節制の意志を呑み込んでしまいまし
た。そうして私は自分自身も驚くほど変わっ
てしまった時には、すでに時期が遅かったで
す。しかも濃厚で華美な四囲から、陶酔の懊
悩はあるかも知れないか、果たして精神の平
衡を保つことができるでしょうか 43。
この告白からも分かるように、貞仁は肉体的な
快楽を経験して以来、それを抑えることができず、
放蕩の道を歩むことになった。結局、彼女は自由
恋愛を理由に、または女性を縛り付けていた旧道
徳の打破を理由に、個人的な性的欲求を満たして
いたに過ぎなかったのである。
このように見てくると、貞仁が現実との戦いで
敗れ、破滅したのは依然として残っている封建的
な因習の影響もさることながら、彼女自身が自由
恋愛の本質を歪曲していたことのほうがはるかに
大きかったことが指摘できる。その端的な証拠は、
彼女が提唱した破格的な貞操観である。
3. 貞操の商品化
貞仁は封建的な貞操観念に反対し、以下のよう
に自分なりの新しい貞操観を主張していたが、こ
の貞操観は問題点を抱えていた。
誰が貞操を守らないと言ったのか。Ａとの
情交が続く時には、Ａに対して貞操のある情
婦になるし、Ｂと夫婦関係が持続する間は、
またＢに対して貞淑な妻になればよい。Ａに
対して何らの愛情を感じないのにもかかわら
ず、Ａと夫婦関係を続けることこそがむしろ
姦淫だ。（中略）
しかしそれは自発的だ。強制的な奴隷道徳
では救うことができないものだ。とにかく、
貞操は商品ではない。趣味でもない。自由意
志に一任する個性の発露の美徳だ 44。（拙訳）
つまり貞仁は、相手が誰であれ、その時の恋愛
感情に忠実でいることがすなわち、貞操なのであ
る。愛のない関係を持続することこそ姦淫にほか
ならないというのである。このような論理は 10
年後に羅蕙錫が発表した「新生活に入りながら」
「新女性」の恋愛と結婚
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（『三千里』1935 年 2 月）と非常に似ている。
貞操は道徳でも法律でもない。ただの趣味
である。ご飯が食べたい時にご飯を食べ、餅
が食べたい時に餅を食べるように任意的に行
えばよいことであって、決して心の拘束状態
になるものではない 45。（拙訳）
貞仁がＡといる時はＡに、Ｂといる時にＢに対
して貞操を守ればいいと言っているように、羅蕙
錫はそれを「ご飯」と「餅」に置き換えている。
また、前者は「貞操は趣味でもない」と言ったの
に対して、後者は「ただの趣味である」と反論し
ているが、これは当時「新女性」に大きな影響力
を行使したスウェーデンの女性運動家のエレン・
ケイ（Ellen Key）の思想と一致する。エレン・ケ
イは、
どんな結婚であれ、そこに恋愛があれば、
それは道徳である。たとえどんな法律上の手
続きを経た結婚であっても、そこに恋愛がな
ければ、それは不道徳である 46。
と述べているが、これは、ともすれば、恋愛至上
主義者の発言のように聞こえる。しかし、エレン・
ケイの発言の趣旨は、人間の自由と個性の発露を
強調したのであって、恋愛至上主義を擁護する発
言ではない。
『除夜』の主人公の貞仁は、この思想を都合よ
く解釈したのである。彼女はエレン・ケイの論理
の影響を受け、「恋情が起こる時、双方が合意さ
えすれば、欲求通り受け入れた方がよいのではな
いか 47」と美化している。
注目すべきは、1920 年代当時、朝鮮社会には
識者の間で貞操観念が頻繁に論じられていたこと
だ。例えば、
「理性の道徳を論じなければならない　男
女の反省を要求する」（『東亜日報』1920 年
08 月 14 日、15 日 1 面）、「女学生問題（二）」
（『東亜日報』1920 年 09 月 08 日 3 面）、「青
年会講演団 - 貞操の危機と青年」（『東亜日報』
1920 年 8 月 13 日）、「道德の標凖（上）」（『東
亜日報』1922 年 03 月 19 日 1 面）、「男女学
生の風紀問題」（『東亜日報』1924 年 03 月 24
日 1 面）、「私の貞操観」（金一葉『朝鮮日報』
1927 年 1 月 8 日 3 面）
など、多くの貞操論が展開されているが、このよ
うな貞操論争は 1930 年代に入っても止まらず、
羅蕙錫は「離婚告白状」（1934）の中で貞操観念
について以下のように述べている。
朝鮮の男性の心はおかしいのです。自分は
貞操観念がないのに、妻と一般女性には貞操
を要求し、また他人の貞操は奪おうとします。
西洋や東京の人でも自分に貞操観念がなけれ
ば他人にも貞操観念がないことを理解し、尊
重します。他人の貞操を誘引する以上、その
貞操を固執できるように擁護することも人情
ではないでしょうか。しばしば朝鮮には放縦
な女性がみられます。彼女らは自分で直接の
快楽を味わいますが、でも間接的に抹殺・咀
嚼することになるのが少なくないからです。
こんな不道徳には呆れてしまいます 48。
羅惠錫は、男性たちは既存の社会と同様に女性
にのみ貞操を強要しながらも、自分たちは貞操を
守ろうとしない。むしろ、貞操を奪っていると述
べている。すなわち、既存の社会において「命と
同様」に扱われた貞操は、依然として健在してい
る。しかし、今日には女性だけではなく、男性に
も平等に適用されるべきであると主張している。
このような考えは、当時、近代教育を受けた新女
性の間に広まっていたが、『除夜』の貞仁も貞操
に関しては同様の考えを持っていた。
ところが、男女平等を実践するために自由恋愛
を主張していた当初の態度とは違い、貞仁は男女
交際や恋愛、結婚に際して利害関係を問うように
なる。
嗚呼、貞操は商品ではないと図々しくも主
張してきました。しかし、私は売りました。 
立派な商品でした。生活の手段はもちろん学
費までこの手段で得ようとしました。（中略）
生まれつきの不良性と淫蕩な気質で、娼婦の
金　　　多　希
133「新女性」の恋愛と結婚
ような不倫な行為をしたことも許されるなら
ば許されるでしょう。しかし、財産をめがけ
て男性を誘惑したことに至ってはもはや人間
ということを辞めた絶望的な最後と言わざる
を得ません 49。（拙訳）
その利害関係とは、何と自身の貞操を商品化し
たことである。彼女が銀行の支店長の後妻の話を
受け入れて結婚したのは、「結婚すればすぐ、東京
に行かせて女子大学で研究を続けさせてくれる 50」
という条件のためであった。また、ドイツ留学を
控えたＥとの付き合いも、
しかし私は、単純に相手を降参させるだけ
に満足することはできませんでした。この機
会を逃がしてはいけないと、しっかりと決心
しました。それは、身を許した理由だけでは
ありませんでした。Ｅ氏の財産？欲しくない
わけではありませんが、Ｅ氏の学識、名声、
外見が気に入らないことでもないのです。離
婚が成立することを祝寿しないわけでもあり
ません。しかし何よりも逃がしたくなかった
のはドイツ留学の計画でした。たとえドイツ
じゃなくてもとにかく洋行だけしたらとそれ
だけでした。学問の欲求もありますが、日本
留学だけでは、どうしても私の虚栄心が満足
できないからです。（中略）
しかしＥ氏の父親の文書櫃を愛して、Ｅ氏
の些細な社会的名声を愛して、Ｅ夫人という
虚名を夢見て、洋行という虚栄心に浮き立っ
ている私でした。名誉を大切にするためには
遊女の醜行でも満足する当時の私として、妾
という寃罪をこうむっても男性を追いかける
ことは出来なくもありません 51。（拙訳）
と、「ともかく、洋行さえすれば」という欲か
ら妻子のいる彼に接近したのである。つまり、彼
女にとって恋愛や結婚は、神聖な愛に基づいたも
のではなく、あくまで物質的なものなのであった。
しかし、その対価は大きかった。貞仁は、誰の
子なのかも分からない妊娠をしたまま結婚式を強
行し、大邱で新婚生活をスタートさせたものの、
結局妊娠がばれて実家に追い返されるのであっ
た。途方に暮れた彼女は、ひたすら夫が許してく
れることを願うのみであった。しかし、いざ夫か
ら許すという手紙が届くと、貞仁の心は酷く揺さ
ぶられ、これまで犯した過ちを手紙で告白し、そ
の短い生に幕を閉じるのであった。
以上のように見てくると、貞仁が封建社会の因
習に挑みながらも、女性解放や自由恋愛を追及す
ることができず失敗に終わった最大の理由は、エ
レン・ケイの恋愛論を始め西洋から入ってきた自
由恋愛思想を歪曲したことがその根底にあること
と、何よりも彼女自身が新しい主張を貫こうとす
る意志が足りなかったことだ。つまり、彼女は女
性解放と自由恋愛の旗を高く掲げたが、生まれな
がらの自由奔放な性格ゆえに現実への認識不足と
自由恋愛の本質への理解が足りないことで負けて
しまったのである。
おわりに
以上、本稿では韓国近代文学に描かれた「新女
性」を取り上げ、「新女性」たちが近代的な価値
観を持った新しい女性として求めてやまなかった
恋愛と結婚の実態について見てきた。
まず、『運命』のＨ、『除夜』の貞仁は、近代教
育を受けた「新女性」として自分を磨き、それを
自由恋愛と結婚に結び付けようとした代表的な
「新女性」であった。しかし、彼女たちは、当時
の男性たちが求めていた理想的な女性像、「良妻
賢母」とはかけ離れており、いずれも虚栄と贅沢、
そして性的に奔放な女性に描かれた。つまり、「新
女性」として旧体制から脱皮した彼女たちの価値
観は、近代的な自我実現と偽った自由恋愛と結婚
の実践であった。彼女たちの理想はそれぞれ、結
婚にこだわり積極的に自由恋愛を実践するＨと、
自己満足のために貞操を商品化する貞仁に描か
れ、それぞれの夢を実現するために必死でもがい
たゆえに、不幸に陥った女性たちだった。
当時の「新女性」は、男女平等に基づく欧米の
新しい教育を受けたことによって女性としての自
我に目覚め、旧い体制から抜け出して自由恋愛に
基づく新たな結婚制度を定立しようとし、因習の
壁に立ち向かう様々な活動をもって表した。しか
し、そうした彼女たちの活動は男尊女卑に基づく
儒教理念を頑なに守っている社会の壁の前で悉く
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失敗した。伝統的な結婚制度である早婚によって
結婚に踏みこめない、女学校を卒業しても職に就
けないという現実に直面、挫折せざるを得なかっ
たことが分かった。
近代以前の韓国社会では、道徳を守り、女の身
を立派に守ったものだけが尊敬され、理想の女性
と崇められた。しかし、近代化とともに西洋から
入ってきた自由や平等思想に基づいた新しい教育
を受ける人々が増えることによって、女性の意識
にも変化が訪れた。とりわけ、自分の意思で結婚
相手を自由に選択できる権利を知った女性たちは
こぞって自由な愛を求めるようになった。しかし、
彼女たちが求めてやまなかった自由恋愛とは、個
人の自由を束縛する封建制度に対する反発でも、
男女平等や女性の社会的地位、権利を主張するも
のでもなかった。それは儒教道徳という名の下で
長い間抑圧されていた性からの解放を意味するも
のであった。
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「신여성」의 연애와 결혼
―『운명』과『제야』를 중심으로―
Love and marriage of a "New Women" 
: focusing on "destiny" and "New Year's Eve"
김다희
(Kim Dahee)
〈요지〉
근대 이전의 한국 여성들은 남성들에게 순종적인 여성으로 길들어졌다 . 그렇기 때문에 한국은 오랫동
안「악처」와「악녀」가 존재할 수 없는 사회였다 . 물론 , 적게나마 역사상 존재하는 「악처」나 「악녀」
는 있었지만 , 근대 이전의 여성들에게 주어진 것들은 한 사람의 인간으로서 여성의 개성이나 인격을 존중
하거나 , 감정을 우선하거나 하는 것이 아니라 , 어디까지나 남성들이 만들어 낸 사회 질서를 충실히 수행
하는 인간이 되는 것이었다 . 
그러나 , 시대의 변화에 따라 근대화와 함께 서양의 자유 , 평등사상이 전해지면서 , 이제까지「남존여비」,
「남녀유별」,「삼종지도」로 대표하는 유교사상에 근거한 여성교육에 의문을 갖는 사람들이 나타나기 시
작했다 . 한국의 지식인들은 유교사상에 얽매여 있는 여성들을 그 낡은 인습으로부터 구하기 위해 남녀 평
등에 입각한 새로운 여성 교육 운동을 전개했다 . 그 결과 1870 년대부터 각지에 여학교가 설립되면서 여
성들도 새로운 지식을 습득하게 되며 , 남녀 평등과 여성의 권리를 주장하는 여성들이 등장하게 된다 . 
하지만 , 여기서 주목해야 할 점은 , 유교사상에서 벗어난 근대적 교육을 받은 제 1 세대인 나혜석이나 
김일엽과 같은 신여성들의 등장과 그 활동이 , 이제까지 유교적 체계의 가장 낮은 위치에 놓여 있던 한국 
여성들의 비참한 상활과 유교적 얽매임으로 부터 벗어나는 계기가 됨과 동시에 새로운 문제도 부각시키
게 되었다는 점이다 . 
 그 문제란 , 근대적 가치관을 확립시킨 신여성들이 , 여성의 자립과 권리 등을 주장해도 , 여성의 삶을 
가정에 한정시키려는 전통적인 가치관이 여전히 건재하며 여성들에게 변함없이 유교사상을 요구하고 있
었다는 것이다 . 그렇기 때문에 자유연애나 남녀평등을 주장하는 신여성의 의식과 행동은 늘 사회와 대립
되며 수많은 갈등을 빚어 왔다 . 신문과 잡지 등은 불륜과 이혼 , 동거를 번복 , 인습에 구애 받지 않는 삶을 
실천하는 신여성을 언급하며 그녀들을 사회 질서에서 벗어난 여성 , 즉 「악녀」라며 비난했다 . 또한 남성 
작가들도 더불어 그러한 「신여성」을 히로인으로 내세운 많은 작품들을 발표하게 되었다 .
그리하여 본고에서는 , 위와 같이 한국 근대문학에 그려진「신여성」들이 시대적 상황에서 벗어나 인간
으로서의 삶을 살아가려 했던 모습을 살펴 보았다 . 근대화와 더불어 변화한 사회임에도 불구하고 여전히 
남아 있는 인습과 편견은 결코 간단히 사라지지 않았고 , 특히 , 조혼과 직업난이라는 현실앞에서 무너질 
수 밖에 없었던 「신여성」들을 그 당시 사회는 받아 들이기 힘들었고 그렇기 때문에 전영택의『운명』이
나 염상섭의『제야』와 같은 문학 작품에서 비판적으로 비추어지는「신여성」들처럼 , 그녀들의 적극적
인 행동은 번번히 질타와 야유를 받았던 것을 알 수 있었다 . 
（2012 年 11 月 1 日受理）
